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エグゼクティブサマリー （2024年8月期 第2四半期）

売上

利益

24/8月期
通期予想

■連結売上高：44.4億円（前年同期比1.7％増）
・ブライダルの低迷や人材不足の影響もあり前半苦戦も、後半は改善傾向で推移

■連結売上総利益：28.4億円（前年同期比1.8％増）

■連結営業利益：0.6億円（前年同期比42.1％減） 

・主な原材料となる金価格が19.7％増加するなど、売上原価を圧迫する状況が継続

・一方、価格戦略の推進により売上総利益率は同水準を維持し、売上総利益は増加

■連結売上高：90.0億円（前期比3.9％増）

■連結営業利益：3.0億円（前期比55.2％増）

（２４/２Ｑ）
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（２４/２Ｑ）

・人件費や販促費の増加に加え、DX外注費の継続投下もあり販管費は94百万円の増加

・12月商戦以降は大きく挽回するも、１Ｑの大幅な落ち込みが響き、減益

・催事を中心に高価格帯のファッションジュエリーが好調で、増収を達成

・下期は利益改善への取り組みと並行して人財投資を中心に成長投資を継続

・２Qは下方修正も、1月から計画を上回るペースで進捗しており、通期予想は据え置き



Ⅰ．損益について
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連結
2023/2Q 2024/2Q

前期実績 売上比 当期実績 売上比 増減額 前期比 当初計画 計画比

売上高 4,373 100.0％ 4,447 100.0％ 74 101.7％ 4,500 98.8％

売上総利益 2,792 63.9％ 2,842 63.9％ 50 101.8％ 2,900 98.0％

販売費及び
一般管理費 2,687 61.4％ 2,782 62.5％ 94 103.5％ 2,720 102.3％

営業利益 104 2.4％ 60 1.4％ △44 57.9％ 180 33.3％

経常利益 74 1.7％ 51 1.2％ △22 69.8％ 150 34.0％

四半期純利益 48 1.1％ 34 0.8％ △14 71.6％ 90 37.8％

（単位：百万円）

１．連結業績概要（前年同期比及び計画比）

■ 国内事業は、増収確保も、成長投資の拡大や一過性の費用計上もあり減益。売上利益ともに計画下振れで推移。

■ 海外事業は、台湾小売事業はブライダル低迷も黒字を継続。ベトナム生産工場は大手メーカーからの製造受注が実現。

課題の人材不足が段階的に解消も、上期前半の損失拡大が響き、下方修正を実施

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）
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連結
2４/１Q会計

（9月～11月）
24/2Q会計
（12月～2月）

24/2Q累計
（9月～2月）

実績 売上比 前年比 実績 売上比 前年比 実績 売上比 前年比

売上高 1,904 100.0％ 100.1% 2,543 100.0％ 102.9% 4,447 100.0％ 101.7%

売上総利益 1,210 63.5％ 99.5% 1,632 64.2％ 103.6% 2,842 63.9％ 101.8%

販売費及び
一般管理費 1,387 72.9％ 108.3% 1,395 54.8％ 99.2% 2,782 62.5％ 103.5%

営業利益 △178 △9.3％ ― 238 9.4％ 139.9% 60 1.4％ 57.9%

経常利益 △177 △9.3％ ― 228 8.9％ 152.5% 51 1.2％ 69.8%

四半期純利益 △160 △8.3％ ― 192 7.6％ 167.6% 34 0.8％ 71.6%

（単位：百万円）

２．四半期連結業績の概要(四半期推移）

■ １Qは店頭スタッフの確保が進まず、店舗生産性は低下。加えて、DX投資やプロモーション費用の増大もあり損失が拡大。

■ ２Qは人員不足が段階的に解消し、育成強化で生産性が改善。コスト効率の改善もあり、大幅な収益改善を実現。

１Qは大幅な営業損失を計上も、２Qはコロナ禍以降で最高益を更新

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）
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Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）
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(単位：百万円） 営業利益の推移

（参考）コロナ禍以降の連結営業利益の推移

■2024年１Qは大幅な営業損失を計上も、2024年２Q会計期間では、コロナ以降で最高益となり、V字回復を達成。

■2024年２Q以降の業績改善トレンドを踏まえ、下期以降も利益改善に注力することで通期業績予想の達成を目指す。

営業利益3億円を目指す

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）

コロナ禍以降、四半期
ベースで最高益を更新
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３．売上高の状況(カテゴリー別）

1,539 1,397

2,834 3,050

23/2Q 24/2Q

WUAS その他

売上高（ “Wish upon a starⓇ”／その他）

（単位：百万円）

4,373 4,447

前年同期比

+7.6%

前年同期比

△9.2%
854 840

3,519 3,607

23/2Q 24/2Q

BR FA

売上高（ ブライダル／ファッション）

（単位：百万円）

4,373 4,447

前年同期比

+2.5%

前年同期比

△1.6%

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）

“Wish upon a star®”が低調でブライダルは減収も、高額ファッションでカバー

■“Wish upon a starⓇ” は、ブライダル、ファッションともに低調で前期比9.2％減と伸び悩む状況。

■その他商品は、富裕層への販売強化や催事を中心に高額ファッションが堅調に推移し、前期比7.6％の増加。
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４．売上高の状況（国内店舗の状況）
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Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）



５．売上総利益の状況
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原材料価格が高騰も、各種施策の推進により売上総利益は拡大

■D&Q製品の売上構成比は僅かに低下。一方、ベトナム工場の成長に向け、大手ジュエリーメーカーのOEM生産が実現。

■期間平均で金価格が19.7％上昇したものの、調達機能の強化や機動的な価格戦略の推進により原価上昇への影響を抑制。

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）
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６．販売費及び一般管理費の状況

10

成長戦略投資の拡大もあり、売上高販管費率は増加傾向で推移
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Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）

■人件費は、賃上げの実施、賞与や福
利厚生の充実を含め、人材の確保、定
着に向けた対応を強化したため、前期
比49百万円の増加（+4.4％）。

■販売費は、ブランド強化に向けたプロ
モーション施策の実施に加え、出店改
装に伴う販促費用が拡大したため、前
期比23百万円の増加（+6.1％）。

■管理費は、DX推進に伴う外注費の
継続投下に加え、各種研修費、旅費交
通費等が増加したため、前期比22百万
円の増加（+1.9％）。
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７．営業外収支の状況

厳しい事業環境下、積極的な先行投資の実施もあり減益も黒字は確保

2023/2Ｑ 2024/2Ｑ
前期

増減率

営業損益 104 60 △42.1％

営業外収益 20 39 96.8％

営業外費用 50 48 △0.4％

経常損益 74 51 △30.2％

特別利益 0 0 — 

特別損失 0 0 —

税金等調整前
当期純損益 74 51 △30.2％

法人税等 25 17 △33.5％

当期純損益 48 34 △28.4％

（単位：百万円）
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【主な要因】

為替差益37百万円を計上

【主な要因】

支払利息40百万円を計上

【主な要因】

有価証券売却益等、特別利益の計上はなし

【主な要因】

減損損失等、特別損失の計上はなし

Ⅰ．損益について  （2024年８月期 第２四半期）
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Ⅱ．その他業績について
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１．財政状況

連結 2023/2Q 2023／4Q 2024/2Q 増減額

流動資産 5,480 5,252 5,639 387

固定資産 1,550 1,466 1,478 12

総資産 7,031 6,718 7,117 399

流動負債 3,778 3,205 3,688 483

固定負債 1,893 2,104 2,017 △87

負債合計 5,671 5,309 5,705 396

純資産 1,359 1,408 1,412 4

（単位：百万円）

「商品及び製品」が193百万円、 「原材料及び貯蔵
品」が94百万円が主な要因となり、流動資産は前期
末から387百万円の増加。

純資産が4百万円の増加に留まった一方で、総資産
が399百万円増加したことから自己資本比率は
19.3％と、前期末から1.1ポイント低下。

有形固定資産は前期末から53百万円の増加。
無形固定資産は前期末から15百万円の減少。
その他では、差入保証金が18百万円の減少。

「支払手形及び買掛金」が48百万円、「借入金」が
228百万円、「前受金」が80百万円増加したことが主
な要因となり、流動負債は483百万円の増加。

純資産の増加により自己資本比率は前年同期比で0.4ｐｔ上昇

「社債」が10百万円、 「長期借入金」が122百万円減
少したことが主な要因となり、固定負債は87百万円
の減少。

Ⅱ．その他業績について（2024年８月期 第2四半期）
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自己資本比率はQoQで0.4pt上昇
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２．キャッシュフローの状況

連結 ２０２３／２Q ２０２４／２Q 増減額 当第２四半期実績の主な要因

営業ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ △71 △37 34
税引前利益51百万円をプラス計上も、売上債権の増加、
棚卸資産の増加、利息の支払などが影響し、営業CFは
マイナスを計上。

投資ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ △117 △71 46
新規出店や店舗改装に伴う有形固定資産の取得による
支出が影響。

財務ｷｬｯｼｭﾌﾛｰ 202 178 △24
機動的な意思決定を支える経営の安定化を目的に短期
借入金を増加したことが主な要因。

現金及び現金同等物の
 増減額 14 44 30

現金及び現金同等物の
 四半期末残高 999 1,011 12

（単位：百万円）

成長投資の継続によりフリーキャッシュフローはマイナスを計上

ﾌﾘｰｷｬｯｼｭﾌﾛｰ △189 △108 81
フリーCF（営業CF + 投資CF）はマイナスも、前年同期比
では81百万円の改善。
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Ⅱ．その他業績について（2024年８月期 第2四半期）
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３．出退店の状況

チャネル
2023／2Q

四半期末店舗数

2023年3月1日～2024年2月29日 2024/２Q
四半期末店舗数出店 退店 増減数

路面店／SC／FB ４７ ２ ２ ０ ４７

百貨店 ２７ 1 １ ０ ２７

アウトレット ４ ０ ０ ０ ４

国内店舗 合計 ７８ ３ ３ ０ ７８

海外（台湾） 合計 ８ ０ ０ ０ ８
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国内店舗数は前年同期比では変わらずもスクラップアンドビルドは引き続き検討

Ⅱ．その他業績について（2024年８月期 第2四半期）

・ 2024年8月期2Qにおける新規出店は、2023年11月に大丸京都店（百貨店）及びアミュプラザ長崎店（FB）、
2024年2月にイオンモール橿原店（SC）をオープン。

・ 2024年8月期2Qにおける退店は、2023年9月にイオンモール京都桂川店（SC）、2024年1月にららぽーと和泉店（SC）を閉店。

・ 既存店舗では、9店舗の改装に加え、商業施設等との経済条件の見直しを継続的に実施し、収益性の改善を推進。
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Ⅲ．下期重点施策と通期業績の見通し
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店舗人材

商品戦略

販売戦略

１．下期重点施策のポイント - ①

➢ 店舗人員は4月に27名の新卒入社もあり概ね充足

➢ 階層別研修の充実を図るとともに人員配置の最適化を推進

➢ 早期戦力化の推進による一人当たり生産性の向上

➢ “Wish upon a starⓇ”の再成長戦略を推進

➢ 予算帯別価格戦略の推進（上代設定の見直し）

➢ 地金価格高騰に伴う新素材の開発・投入による粗利率確保

➢ ３Dカスタマイズシステムの本格展開→ブライダル販売の改善

➢ 従来型顧客管理に加え、テックタッチ型新規CRMシステムの導入

➢ 展示会型販売戦略の強化、選択と集中による販促費の絞り込み

①国内既存事業の収益力強化

Ⅲ．下期重点施策と通期業績の見通し
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EC

富裕層
ビジネス

海外

１．下期重点施策のポイント - ②

➢ スタッフDXツール導入による顧客体験の向上（OMO強化）

➢ 広告運用やUI・UXの改善など多面的、機動的な改善の実行

➢ ECモール向け商品開発の強化や運用最適化の推進

➢ 希少性や資産性の高い商品ラインナップの確保

➢ アーガイル閉山記念コイン独占販売権取得による優位性

➢ 金融機関ウェルスマネジメント部門や百貨店外商との連携強化

➢ 【台湾】フェスタリアグループの強みに立脚した事業基盤の整備

➢ 【ベトナム】受託生産を目的とした営業体制、生産体制の強化

➢ インバウンド需要に即したMD構成や商品開発の検討

②新規・海外事業の軌道化

Ⅲ．下期重点施策と通期業績の見通し
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２．通期（2024年8月期）の業績見通し

１Q苦戦も2Q以降の業績改善トレンドと下期重点施策を踏まえ、通期計画は継続

FY2023年 FY2024年 増減率

売上高 8,660 9,000 3.9％

営業利益 193 300 55.2％

経常利益 159 240 50.1％

当期純利益 54 130 124.9％

0% 25% 50% 75% 100%

当期純利益

経常利益

営業利益

売上高 4,479

60

51

34

9,000

300

240

130

進捗率

進捗率

進捗率

進捗率

49.8％

20.0％

21.3％

25.3％

（単位：百万円）
通期計画に対する進捗状況

Ⅲ．下期重点施策と通期業績の見通し



Ⅳ．成長戦略

20



21

各事業の採算性・成長性と事業シナジーの両面でポートフォリオの最適化を検討

・リアル店舗の優位性、信頼性にデジタルを融合し、強みの進化を推進

・ノンコア事業は、抜本的な見直しを図るとともに、撤退、売却を厳しい基準で判断

21

リアル店舗

Eコマース

OMO

（ネット×リアル）

次世代 成長牽引

収益基盤売却・撤退

ベトナム

ﾎｰﾙｾｰﾙ

ライセンス事業

ライセンス事業

循環型ビジネス
（修理加工分野）

融合
融合

進化

進化

撤退

売却

撤退事業

開拓
育成

不採算店舗

＜事業ポートフォリオ最適化による再成長の実現イメージ＞

事業ポートフォリオの見直し

撤退

■ OMOを見据えた構造改革

➢ 強みである提案接客を軸にリアル×デジタルを
融合した顧客体験を提供

➢ 3Dデジタルカスタマイズシステムの本格展開

➢ テックタッチによるCRMの基盤整備を推進

■ コア事業の明確化によるリソースシフト

➢  卸／FC事業の集約による生産性向上

➢  富裕層ビジネスの推進強化

➢ サステナビリティを踏まえた循環型ビジネスの検討

➢  “Wish upon a starⓇ”の海外向けライセンス事業

１．ビジネスモデルの再構築に向けた事業ポートフォリオの見直し

Ⅳ．成長戦略

富裕層ビジネス

台湾

進化

進化
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２．強みの進化とビジネスモデルの再構築

強みの
進化

顧客体験
・

顧客管理

商品

接客力日本一
（接客の科学的分析）

CRM

高度化
・パーソナライズ(３Dシステム）
・サービス化（RaaS）
・データドリブン

Wish upon a starⓇ バリューアップ
・クオリティ可視化

（ダイヤモンド研究所）
・ブランドコラボレーション

ビジネスモデル
の再構築

festaria
ブランド

（再定義）

販売
チャネル

（見直し）

ショップブランド コミュニティブランド
・ファン化（SNS、platform）

店舗中心
・有力百貨店、SC

への出店

チャネル最適化
・OMO（ネット×リアル）
・富裕層ビジネス、海外展開
・ライセンス、循環型ビジネス

Ⅳ．成長戦略

コア事業を重視した成長を図るとともに、「多角化」ではなく「進化」を軸とした
 事業変革を推進
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DXで提供する、ハードによるサービスと
360度タッチポイント

Ⅳ．成長戦略

３．顧客への提供価値（バリュープロポジション）

DXで提供する、ソフトによる共感喚起と
ファンコミュニティの育成

ミッション：
ジュエリーに愛と夢を込めて “bijou de famille”

豊かな気持ち、かけがえのない想い出、ずっと持ち続けていたい夢…
わたしたちの使命は、「想い」をジュエリーというかたちに込めて愛と夢をお届けしていくことです



Ⅴ．トピックス

24All Rights Reserved. Copyright Festaria Holdings Co., Ltd. 
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受賞 

All Rights Reserved. Copyright Festaria Holdings Co., Ltd. 

「接客ロールプレイングコンテスト」W受賞の快挙

2023年8月に開催された三井不動産商業マネジメント主催「接客ロールプレイングコンテスト」全国大会入

賞、あわせて10月に開催されたSC協会（日本ショッピングセンター協会）主催ロープレ大会北海道支部大会

において当社スタッフが優勝。2024年1月に開催された全国大会への出場を勝ち取りました。

Ⅴ．トピックス
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受賞 

All Rights Reserved. Copyright Festaria Holdings Co., Ltd. 

festaria bijou SOPHIA 大丸梅田店

第16回フロンティアクラブにおいて

「Persons of The Year」を受賞

大丸松坂屋百貨店がその年の最優秀販売員を表彰する「第16回フロンティアクラブ」において、当社festaria

bijou SOPHIA 大丸梅田店店長が、特に接客・サービスに優れているスタッフとして「Persons of The Year」

を受賞しました。当社の強みである提案接客の優位性を再認識し、人材育成の取組みを強化してまいります。

Ⅴ．トピックス
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ブライダルDXの一例 

３D「ブライダルカスタマイズシステム」本格稼働

Ⅴ．トピックス

https://web.customize-festaria.com/item
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統合CRMシステムの概要 

Ⅴ．トピックス

目的：新たなタッチポイントでフェスタリアの強みを活かし、来店顧客を増やす

「VSA顧客」

「大口顧客」と言われる顧客価値が最も高い顧客層。

管理店舗の顧客担当者が個別対応し、

CS向上及び離脱防止施策を徹底する。

「A顧客候補」再来店顧客

「VSA顧客」に育成すべき顧客層。

「VSA]同様に管理店舗の顧客担当者が直接動くが、店舗と

連携した本部の組織的対応が必要。

「BC顧客」集客・低額商材買上客

購買単価は低いが最も多い顧客層。

LINEやアプリの機能を活用して広範囲かつ同時に対応する

必要がある為、再来店促進施策は本部が担う

ハイタッチ

High Touch

ロータッチ

Low Touch

テックタッチ

Tech Touch

顧客
ランク

顧客ボリューム

従来の強みを活かす
店頭来店時の接客応対
DM・TELコミュケーション

アフターサービスの充実
再来店促進
顧客化

全買上客の囲い込み
再来店促進

従来のハイタッチ中心の顧客管理にテック＆ロータッチ施策を付加し、顧客増加を図る
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統合CRMシステムの概要 

Ⅴ．トピックス

統合CRMシステムイメージ図

顧客情報の収集 顧客データ分析 顧客へのアプローチ

TEL

DM

プッシュ通知

メルマガ

メール

プッシュ通知

ポイント管理

購買情報

店舗

EC

アプリ

DB

アプリダウンロード
個人情報なし

EC購入(PC・スマホ)
個人情報お客様入力

店舗購入(LINE友達登録）
個人情報お客様入力 festaria member’s club

連携

顧客ID・購買情報・ポイント
一元管理
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ジュエリーコラボレーション 

petit usagi SHINSUKE KAWAHARA for festaria

- 伊勢丹新宿店にて10/4~10/10ポップアップを開催 -

パリ在住アーティスト河原シンスケ氏初となるジュエリーコラボレーション。

festariaのフィロソフィーであるbijou de famille（ビジュ ド ファミーユ）に河原

氏が共感、双方の 「ジェンダーレス・ボーダーレスなジュエリーを作りたい」、

「日本のクリエイションを世界へ届けたい」という考えも一致しこのコラボレー

ションが実現。パリから駆けつけてくださった河原氏来店イベントは連日大盛況、

多くのお客さま、セレブリティの皆さまにご来場いただきました。

ニュース 

Ⅴ．トピックス
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ニュース 

All Rights Reserved. Copyright Festaria Holdings Co., Ltd. 

「Opulence Coins Collection - The Royal Canadian Mint –」

2022年に発売された「アーガイル鉱山閉山記念コイン」は、世界限定数のすべてが発売と同時に完売しまし

た。この限られた特別なコレクションを購入できるのは、この記念コインが最後の予定です。当社は、カナ

ダ王室造幣局（ロイヤルカナディアンミント）より、日本における販売総代理店の指名を受け2種類４枚のコ

インの販売を行います。現時点で日本の販売はこの4枚のみとなります。

アーガイル鉱山閉山記念コイン第二弾 国内独占販売権を取得

BEAUTEOUS

◆数量10 枚（世界限定）

※日本での販売予定枚数1枚限定

◆上代想定価格（仮）

￥22,000,000（税込）

HARMONIOUS

◆数量25 枚（世界限定）

※日本での販売予定枚数３枚限定

◆上代想定価格（仮）

￥11,000,000（税込）

Ⅴ．トピックス
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受賞 

繊研新聞主催 2023年度「百貨店バイヤーズ賞」 10年連続受賞

基幹ブランドであるフェスタリア ビジュソフィアが

百貨店バイヤーズ賞（レディス）グッドパートナー賞を受賞しました。

昨年の受賞に続き、10年連続の受賞となります。

Ⅴ．トピックス



会社概要

会社名

本社 

資本金 

従業員数 

事業年度

定時株主総会

基準日

1単元の株式数

株主名簿管理人

上場取引所

証券コード

フェスタリアホールディングス株式会社
東京都品川区西五反田７丁目20番９号

811百万円（2023年８月31日現在）

連結：500人（2023年８月31日現在）

毎年９月1日から翌年８月31日まで

11月

８月31日

100株

三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

東京証券取引所 スタンダード市場

2736

～ミッション～

ジュエリーに愛と夢を込めて

“bijou de famille”

豊かな気持ち かけがえのない想い出 ずっと持ち続けていたい夢

わたしたちの使命は、

「想い」をジュエリーというかたちに込めて

愛と夢をお届けしていくことです
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